
シカ密度分布図 石川森林管理署

・管内の状況（推計生息数、生息密度、被害状況、捕獲状況等）
県内の生息数は約5,300頭と推定されている。

・被害状況
  国有林においてニホンジカによる造林木等への目立った被害はない。県内で
は、平成21年度に白山市で初めて被害があり、その後生息数の増加や生息域の
拡大に伴い、平成25年度に再度確認され、令和４年度においては、小松市、白山
市でヒノキ剥ぎ・スギの角擦り被害0.52ha、被害材積106㎥が確認されている。

・取組状況

①石川県白山自然保護センターと自動撮影カメラによるニホンジカ生息調査の共
同実施（県８箇所、国有林12箇所）

②宝達志水町と自動撮影カメラによるニホンジカ生息調査の共同実施（官行造林
２箇所）
③石川県関係部署、環境省、農政局及び白山市との情報交換会の実施（令和７
年２月予定）

・成果

①令和６年度のニホンジカの撮影回数は前年度に比べ増加、メス比率も増加して
いる。
②石川県の中央に位置する宝達志水町においても前年度に続き生息を確認した。
③石川県内での農作物被害は確認されていない。

・課題
 ニホンジカの生息数は増加傾向にあることから、引き続き自動撮影カメラによる
生息調査を実施するとともに地域全体での情報の共有をはかる必要がある。

管内の状況（R7年6月時点）
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職員実行

委託事業 0

わな貸出

その他

計（イノシシ） － － － － 0 － － － -

協定

協議会

捕獲頭数

協定相手方 締結時期 開始年度 協定期間
更新の
有無

更新期間 協定の主な内容 捕獲実績

- - - - - - - -

参画協議会等の名称 主な構成機関
協議会等の主催
者（中心）

白山野々市鳥獣害防止対策
協議会

白山市、野々市市、関係町内会、関係農業協同組合、関係農業共済組合、森林組合、
関係獣肉処理加工事業者、石川県石川農林総合事務所、白山自然保護センター、石
川県猟友会白山支部、石川警察署

白山市産業部森
林対策課

委託事業
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職員実行 委託事業

わな貸出 その他

その他

R2 R3 R4 R5 R6

垂氷 目標（捕獲頭数） 5(0) － － － -

協定 捕獲頭数 R1 R2 R3 R4 R5 R6

- - - - － － -

・平成27年度から、白山国立公園等におけるニホンジカ、ツキノワグマ、ニ

ホンカモシカ、イノシシの生息状況を把握するため、石川県白山自然保護セ
ンター、宝達志水町と共同でセンサーカメラによる調査を継続。
・R5年度、白山ユネスコエコパーク協議会でシカ対策について情報共有。

MEMO
・当面は調査を継続
・県内の捕獲頭数は数10頭程度で農林業被害もほ

とんど発生していないが、有害捕獲、指定管理鳥獣
捕獲が増加傾向なので、情報を把握しておく必要。
・R6年4月金沢市のクマ、サル捕獲事業で入林が
あったが、捕獲実績は無かった。



自動撮影カメラによるニホンジカ生息状況及び撮影個体数



石川県 ニホンジカ管理計画

第13次事業計画 (ishikawa.lg.jp) ニホンジカ管理計画 (ishikawa.lg.jp)

https://www.pref.ishikawa.lg.jp/sizen/keikaku/documents/13ji2.pdf
https://www.pref.ishikawa.lg.jp/sizen/hogokanri/documents/sika.pdf




【南加賀鳥獣被害防止計画】 【金沢市鳥獣被害防止計画】
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